
（3）議会だより NO.108

政治倫理の再確認を徹底し
加西市議会の信頼回復に努める決議

今般、我々加西市議会議員2名が相次いで、暴力、窃盗とい

う不祥事を起こしたことは、議会に対する市民の不信を招き、加

西市議会の信頼を大きく失墜させたものであり、まことに遺憾で

ある。

我々は、この事件を議員一個人の不祥事としてとどめることな

く、市議会全体としてこれを真摯に受け止め襟を正すとともに、

議会制民主主義の原点に返り、議会の健全なる機能向上のた

めに行動することが必要である。

特に議員の暴力行為については、執務室内での執務中の市

職員に対する行為であり、今後の議員活動においては、暴力は

言うまでもなく、いかなる言動をもっても市職員を威圧するもので

あってはならないものと自戒する。

よって、加西市政治倫理条例の徹底はもとより、人間としての

倫理、社会規範を再度認識し、議員一同、市民の信頼回復に誠

心誠意努めることをここに決議する。
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加 西 市 議 会

信
頼
回
復
を
目
指
し
て

5
月
1
日
に
吉
田
稔
議
員
が
市
職
員
に
対
し
て
暴
力
行
為
に
及
び
、
円
井
滋
美
議
員
が
窃

盗
容
疑
で
同
月
16
日
逮
捕
（
同
月
22
日
辞
職
）
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
至
り
、
吉
田
議
員
に

対
し
て
は
辞
職
勧
告
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
加
え
て
加
西
市
議
会
は
失
墜
し
た
議
会

の
信
頼
を
取
り
戻
す
べ
く
、
全
議
員
が
今
一
度
襟
を
正
し
て
議
員
活
動
及
び
議
会
運
営
に
当

た
ろ
う
と
「
政
治
倫
理
の
再
確
認
を
徹
底
し
加
西
市
議
会
の
信
頼
回
復
に
努
め
る
決
議
」
を

行
い
ま
し
た
。

６
月
13
日
に
西
川
議
員
よ
り
資

格
審
査
要
求
書
が
出
さ
れ
、
友
藤

議
員
が
理
事
を
つ
と
め
る
社
会
福

祉
法
人
「
円
融
会
」
が
地
方
自
治

法
92
条
の
２
に
該
当
す
る
か
ど
う

か
を
判
断
す
る
こ
と
に
よ
り
友
藤

雄
彦
君
の
議
員
資
格
の
審
査
行
う

た
め
に
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。

６
月
15
日
と
21
日
の
委
員
会
の

開
催
、
並
び
に
、
20
日
に
は
県
庁

を
尋
ね
る
な
ど
、
法
解
釈
や
判
例

等
に
つ
い
て
の
説
明
も
受
け
な
が

ら
、
慎
重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
「
円
融
会
」
が

加
西
市
に
対
し
「
主
と
し
て
同
一

の
行
為
を
す
る
法
人
」、
兼
業
禁
止

法
人
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
調

査
に
あ
た
っ
て
は
、
同
法
人
の
事

業
の
大
半
を
占
め
る
介
護
保
険
事

業
に
つ
い
て
は
、
行
政
実
例
に
乏

し
く
、
平
成
15
年
の
東
京
高
等
裁

判
所
の
千
葉
県
鋸
南
町
の
判
例
を

基
に
し
ま
し
た
。

判
断
の
基
準
は
二
つ
あ
り
、
第

１
と
し
て
は
請
負
額
が
総
事
業
の

50
％
を
超
え
る
か
。
第
２
と
し
て
、

50
％
を
超
え
て
い
な
く
て
も
、
議

員
の
資
格
、
あ
る
い
は
首
長
の
立

場
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
影
響
を

与
え
る
内
容
で
あ
る
の
か
ど
う
か

で
す
。

事
業
収
入
に
占
め
る
事
業
委
託

料
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
０・４
％

な
い
し
０・６
％
で
、
明
ら
か
に
半

分
以
上
で
は
な
く
、
92
条
の
２
に

該
当
す
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断

し
ま
し
た
。

ま
た
、
50
％
を
超
え
て
い
な
く

て
も
、
議
員
の
資
格
、
あ
る
い
は

首
長
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ

て
影
響
を
与
え
る
内
容
で
あ
る
の

か
ど
う
か
の
基
準
に
つ
い
て
は
、

県
の
選
管
あ
る
い
は
担
当
部
長
等

に
確
認
し
た
が
、
法
律
あ
る
い
は

契
約
に
よ
っ
て
金
額
等
も
明
確
に

明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
議
員
の

自
由
裁
量
の
範
囲
は
な
い
に
等
し

く
、
恣
意
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
非
常
に
難
し
い
と
い
う
こ
と

で
、
請
負
の
金
額
だ
け
で
な
く
、

実
質
的
に
も
問
題
が
な
い
と
判
断

い
た
し
ま
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
委
員
会
で

は
第
一
、
第
二
の
基
準
ど
ち
ら
か

見
て
も
地
方
自
治
法
92
条
の
２
に

該
当
し
な
い
と
い
う
判
断
に
至
り
、

本
会
議
で
も
賛
成
多
数
で
該
当
せ

ず
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
友
藤
議
員
は
６
月
22
日

に
議
会
の
混
乱
を
理
由
に
議
長
を

辞
任
、
社
会
福
祉
法
人
「
円
融
会
」

の
理
事
も
既
に
辞
任
し
て
い
ま
す
。

―
議
員
の
資
格
審
査
―


